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吉
一
掲

馨

艦
鮒9

湯
刑

編

ぽ竃
離

囎

彊
螺

発

瀞
珊

縣
外
を
覗
察
し
て

上

　　優
頁
村
廃
原
　
示
賭
議
静
融
鑛
認
礫

繍竃
鰹
熱
離
鵠
．
即
ち
豪
は
藁
詣
が
墾
な

、

　
l
l
六
〇
戸
人
口
九
、
六
〇
〇
人
賠
家

戸
数
l
’
o
九
七
戸
で
大
体
我
田
代
利

位
の
村
で
あ
り
L
す
。

尿口」茶ミ杵水
　　　　力　　　　　J［T［
　　　　ン
旺林畑畑畑田
　　　；

1八
o
町
歩

111110
町
渉

四
一
一
〇
町
歩

二
〇
町
歩

一〇
〇
町
ぴ

ヒ
○
町
歩

田

一

つ
て
家
族
が
］
体
と
な
り
頁
に
椋
み
謎

合
つ
て
損
得
な
し
の
融
抄
へ
口
つ
た
4
活

を
な
し
勒
労
サ
る
こ
と
に
よ
つ
て
家
庭

は
朋
る
く
常
住
和
楽
が
得
ら
れ
而
か
も

牛
々

と
し
て
発
展
永
安
の
道
が
間
か
れ

て
い
る

の
で
あ
る
又
村
も
い
v
つ
か
の

部
落
が
集
つ
た
一
つ
の
融
へ
：
体
で
あ
つ

一

て
一
つ
の
部
蕗
丈
け
で
け
独
江
は
出
来

璽
い
書
で
な
く
劃
。
餐
響

（
共
三
）村

長

の
相
剋
援
が
な
い
様
に
円
滑
な
る
運

営
が
な
さ
る

S
緑
に
仕
組
ま
れ
て
あ
る

又
学
校
も
小
学
校
中
学
校
各
一
校
あ
る

が
P
T
A
け
一
つ
で
小
中
の
区
別
け
な

い
。公

民
簡
ぷ
鋤
も
E
潴
に
行
れ
で
お
る
が
一

舘
是
ω
助
役
の
兼
務
、
村
教
育
長
も
）

で
利

の
指
酒
馴
念
に
抱
さ
村
や
援

他
の

s
s
と
よ
く
難
し
駕
籠
主

れ
て
居
る
村
の
総
予
算
は
三
、
五
O
O

JV“

苦
す
る
納
欝
で
駕
が
年
鼎
有
運
議
で
帽
村
の
円
聾
費
品

蒙
2
休
の
亥
だ
さ
う
で
す
二
塗
兄
ζ
じ
て
も
二
三
体
で
な

奔
け
朋
強
前
は
纂
肖
麓
村
万
蝕
な
ら
な
い
．

で
あ
つ
た
が
川
治
以
後
先
党
者
片
軍
宿
］
又
部
落
に
は
K
協
の
支
所
が
あ
り
其
他

明
氏
外
幾
辛
先
躍
の
指
源
奨
励
と
村
1
6
区
長
P
T
A
宵
牙
団
少
年
団
牽
婦
会
等

の
発
齋
努
力
に
よ
つ
て
戯
磨
型
脚
を
一

変
し
て
換
金
的
艘
辛
に
切
搾
へ
即
ち
ミ

カ
ン
と
御
茶
に
寸
力
を
官
ぎ
強
力
に
推

氾
し
黙
に
今
日
の
様
な
豊
か
な
優
良
村

を
作
り
あ
げ
た
と
の
市
で
す
。

特
に
同
利
の
臼
畏
と
す
る
所
け
二
宮
尊

徽
翁
の
擢
訓
の
一
闘
合
の
鍵
の
τ
話
k
日
い
抽
解
と
協
刀
を
求
め
脾

が
あ
る
が
r
れ
等
が
揮
然
一
休
と
な
っ

て
役
培
や
ぴ
協
の
区
別
な
く
常
に
融
和

し
て
帥
業
経
済
叉
化
向
上
の
為
め
努
力

し
て
居
る
と
の
事
で
す
。

叉貰し
役
場
と
但
毎
月
　
回
以
上
速

絡
会
互
開
い
て
分
掌
務
誰
務
に
つ
い

昭

和

三

十

年

四

月

　
　
　　　

小

学

校

一

年

入

学

生

　
9
1
・
7
く
し
た
κ
困
も
う
小
学
一
穿
「
田
徹
、
徳
永
や
ら
子
、
湯
ノ
谷
山
つ
、

て
す
。
　
；
J
G
か
ら
い
元
気
亡
ほ
が
ら
か
　
前
之
圃
0
ろ
子
、
（
西
中
郡
）
成
湘
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　

仁
学
校
ー
行
き
↓
」
。
先
牙
の
お
し
え
い
了
、
列
f
苛
敏
仲
、
前
道
律
郎
、
秋

石
庁
く
パ
い
u
s
つ
ぼ
女
仁
汀
り
ま

？
。
k
へ
友
津
」
も
仲
－
f
v
l
／
p
。

お
方
，
且
口
つ
キ
の
ソ
加
さ
ん
て
0
。

（

）
け
渓
名

　
　
E
代
小
学
校
の
部

（
ト
）
川
7
ー
ド
O
ろ
、
メ
浦
襟
洋
了
、
中

k
＝
秋
、
ぴ
聾
勺
子
、
西
元
和
子
、

日
借
騨
作
、
（
凡
鴎
へ
川
派
い
く
子
、

釘
田
幾
J
’
：
：
E
．
g
．
f
、
r
e
質
－
J

（市
ノ
原
）
回
き
・
1
、

5
停
、
（
g
t
，
ノ
后
和
簡
、

梅
P
日
和
、
　
E
－
L
’
河
野
々
、
．
P
、
，

百
蒋
民
の
璽
蒋
孟
と
し

之
れ
を
ニ
ケ
年
に
割
当
て
た
と
こ
ろ
初

年
度
に
於
て
じ
百
万
円
の
寄
附
が
集
り

本
年
は
三
百
万
円
や
す
く
と
集
つ
た

と
の
巾
で
我
村
の
現
況
な
ど
と
比
職
し

て
ホ
ン
ト
鍍
望
の
至
り
に
堪
え
ま
せ
ん

給
与
な
ど

肪
べ
て
見
る
と
之
れ
亦
た
特

色
が
φ
O
按
で
す
。

11］役
平
均
給
料
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
1
I
、
0
8
円

恕
長
級
　
〃
　
　
　
1
一
0
、
o
o
O
円

一般
吏
員
〃
　
　
　
一
冗
、
O
O
O
同

で
相
当
優
遇
し
て
居
る
が

至麟灘
　　　　　〃〃年1　1　　　1　1　　　　　1　ハ　　　ttX＿

八
、
　
o
o
O
I
r

六
、
○
O
O
円

五
、
o
o
O
円

m
、
o
O
O
円

ll、
L
”
Q
O
円

一、

1l
O
O
円

〃
無
給

（川
場
手
当
オ
◇

一本
村
は
県
の
引
画
で
は
濟
水
巾
ピ
合
併

に
よ
る
と
例
え
補
助
金
や
交
付
税
等
不

利
な
事
が
あ
る
か
も
知
れ
ん
が
絶
対
に

合
併
は
し
な
い
情
地
だ
と
の
仔
て
す
。

尚
同
村
髄
協
を
柳
察
し
ま
し
た
が
今
国

に
優
秀
な
組
含
こ
毎
日
柳
牢
名
が
多
く

て
困
却
し
て
屑
る
と
の
嚇
で
し
た
。
　
一

叉
朋
式
の
鋤
力
器
械
を
据
付
約
四
oo

名
の
職
工
が
エ
イ
く
と
ミ
カ
ン
の
血

酷
と
ジ
コ
ー
ス
を
製
造
さ
れ
て
居
る
光

景
を
見
た
貯
金
が
1
1
億
七
千
一
百
万
円

（定
期約
五
一
、
五
％
一
人
当
一
七
五
当
座
約
四
八
、
s
％
、
九
〇
〇
円
）

余
裕
金
二
億
一
千
四
百
万
円

昨
年
度
剰
余
合
　
八
四
0
万
円

と
賃
う
数
筆
蘭
い
て
。

之
れ
を
我
村
の
騰
協
と
比
鞍
対
照
し
た

と
さ
只
驚
く
は
か
9
で
し
た
。

本
打
は
東
跡
其
他
僧
澱
都
山
を
欄
え
即

ち
立
地
条
件
が
非
常
ゼ
よ
い
の
で
我
村

と
比
鞍
す
る
琳
は
出
来
得
ま
止
ん
が
彼

れ
の
村
作
り
や
騰
協
の
運
鎚
且
つ
村
民

（組
く
口
員
）
の
増
え
力
努
刀
な
ど
学
ぶ

一
す
る
幕
に
な
っ
て
居
る
が
同
健
の
綴
「
ぺ
き
点
が
字
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

縣
の
農
家
経
濟

、
　
調
査
年
報
に
拾
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯

ノ
谷
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
五
反
朱
満
層
　
　
〃
　
　
　
七
二
％
つ
て
増
大
し

　
一
町
未
満
層
　
囲
、
§
円
　
訂
○
％
別
構
成
を
見

　
　
一
町
以
ト
胃
間
　
§
、
O
c
o
円
l
　
F
O
％
　
　
　
飲
食
賀

と
言
う
様
な
申
に
な
つ
て
局
り
ま
す
。
　
　
被
服
盟

　壁
経
”
費
だ
は
（
火
出
〉
　
　
　
　
　
　
件
宅
賀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
N
反
末欝
　
　
一
六
、
○
○
O
H
　
　
　
光
熱
費

　
　
r
F
反
　
〃
　
　
1
1
1
一
、
○
○
○
円
　
と
な
つ
て

　
　
　
匝
〃
菖
｛
　
o
O
O
円
一
欝

　
　
　
一
町
以
上
層
八
六
、
O
O
O
円
一
Φ
農
業
所
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
の
機
に
耕
嚢
の
上
昇
に
什
い
著
　
　
農
キ
粗
牧
益
か
ら
農
業
経
費
を
差

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「し
い
纐
荊
が
見
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
一
　
引
い
た
騰
業
所
得
ほ
調
査
農
家
平

　
右
の
女
出
に
対
す
る
構
成
比
率
を
見
一
　
　
均
で
九
万
九
千
円
と
な
つ
て
い
て

る
と
割
合
の
一
審
大
き
な
も
の
は
肥
料
一
　
　
こ
れ
を
階
燭
別
に
見
る
と
　
c

て
あ
り
。

　　　　　　　　　　　　　　　　

i

編
卵
謡
謡
静
嗣
繋
埜

付

税
の
晋
佐
犠
竺
工
○
互

円

（田
代
利
π
八
o
万
円
〉
だ
と
の
ポ
一

一

鑑
踊
鰻
璽
灘
繰
繊
灘
汀
吉

翼
鰻
雪
二
口
弔
均
三
牡
記
目
竃
儒

昨
年
中
学
校
が
漏
電
の
為
め
焼
失
し
本
　
　
耕
f
f
l
i
，
反
未
満
肘
　
　
窒
・
8
R
口

年
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
校
舎
（
六
七
〇
　
　
　
　
　
田
反
　
”
　
　
1
1
1
1
，
8
0
円

坪
）
を
墾
し
私
共
が
袈
し
奉
日
　
　
一
町
〃
　
萎
・
目
口

羨
成
式
蓼
る
と
e
n
で
し
た
が
其
l
　
T
町
以
意
二
蚕
§
円

建
築
費
が
四
五
〇
〇
力
円
た
と
か
I
r
　
と
旨
う
風
合
に
上
の
階
鳥
に
な
る
に

踊
俊
一
’
　
t
x
g
c
r
J
i
w
h
’
　
m
p
l
f
，
2
s
r
，
，
－
．
・
z
u
’
－
n
－
y
・
．
　
r
，
，
．
’
－
e
s
t
x
l
g
”
　
g
（
〈
－
〈
’
　
c

子
、
r
木
皐
、

万
圃
鰻
翼
船
迫
繁
町

1田澗
、

小
野
良
　
、
前
田
久
丈
、
似
口
俊
信
、

u
e
p
t
’
シ
ツ
午
、
鮎
川
順
、
ぴ
駒
光
邸

　
　
1
1
1
反
末
満
層

　
　
缶
反
未
満
肋

　
　

一町

〃

　
　

一殿
卜
同

　
と
な
っ
て
居
り
ま
す
o

茨
い
で

　
　
動
物
支
出

　
　
質
〃

　
　
飼
料

〃

　
　霧
賃
友
出

　
　
　
　
　
　
　
経
済
課
長
　
　
　
　
　
　
吉
　
一

此
の
程
卯
ば
昭
和
ご
↓
八
年
度
の
本
｛
従
い
敗
益
も
入
巾
に
内
何
寸
る
事
が
分
一

次
に
現
G
牧
入
面
で
け

一

醒
　
　
二
六
％

　
　
工
芸
作
物

　
　
　

（葉
煙
草
黄
棉
茶
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I
I
I
T
％

　
　
家
畜
　
　
　
　
　
一
九
％

　
　
甘
酩

　
　
　
　
二
％

又
弔
辛
以
外
牧
入
で
け

　
三
反
未
満
闇
ハ
四
、
8
0
円

1∬
B
、

s
八
％

　
　
寅
閲
き
4
†
、
有
蝋
0
い
r
釘
田
千
堺
、
岩
－
秀
美
、
磯
公
人
、
　
　
　
　
原
沢
香
、
吉
村
利
啓
、
白
桃
噺

　
　
　
　
（
山
ト
）
南
園
陥
子
一
L
栗
立
）
廊
パ
凹
子
’
柳
田
利
郎
、
　
（
一
治
、
川
辺
堂
干
、
　
：
池
a
x
）
倉
前
福
ニ

　
　
　
　
　
　
　
ハ
岩
蛎
）
池
一
上
原
▽
川
前
づ
き
子
、
上
脚
拠
チ
、
川
允
前
交
夫
、
柳
川
朋
人
、
勇
上
カ
ズ
子

田
淵
光
イ
、
湯
ノ
谷
允
郎
、
析
畑
和
校
、
前
川
す
ず
子
、
1
6
麗
義
則
、
　
猪
距
倉
昭
二
、
浜
田
尿
イ
、
鑛
た
ち
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
近
川
次
男
、
似
之
径
宇
　
、
柄
之
口
次
松
尾
政
チ
、
鬼
塚
脇
」
し
乎
、
川
前
義

　　　　　　　　　　　厄糖
禰
綜
珊
照
船
壁
↑
敵
鞄
い
瓢
糟
脇
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
　
：
－
E
I
P
L
t
1
S
、
中
㎏
ア
イ
ィ
、
小
路
斐
－
摺
次
宍
、
野
口
広
鞭
、
早
瀬
む
つ
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
郷
原
）
袖
山
純
男
、
袖
川
ヰ
計
、
袖
川
路
い
み
子
、
茅
野
蛾
子
、
時
臼
操
、

II七
％

　
〃
三
五
％

　
〃

湯
苅
錐
芳
和
、
圃
田
貞
蒋
、
咋
い
又
子

七
枝
良
昭
、
　
（
東
巾
郡
）
入
W
チ
5
子

宮
原
艮
子
、
麦
生
田
r
、
中
付
泰
蔵
、

需
警
、
、
神
田
寄
子
、
今
旦
⊥
ヤ
．
寸
、
⊥
・
擢
か
子
、
永
田
↑
、

二
六
％
八
％
穴
％
六
％

等
が
硝
入
き
な
部
撤
で
あ
り
㊦
す
。

　
更
に
支
出
而
で
大
き
な
役
割
在
な
す

溺
税
公
脚
に
つ
い
て
卯
す
す
と
。

ll［反
未
澗
M

五
反

〃

一

町
　
〃

一
町
以
－
刑

筥
て
曇
す
と
・

ノし　Jh　ノし　プ、

、　　、　　、　　、

○
Oo
円

O
O
O
円

c，oO
円

O
L
　
．
C
円

一

と
な
り
、
こ
れ
を
甑
百
偽
尿
の
耶
均
に
　

　
　
市
町
村
続

　
　
農
非
閲
係
組
合
顕

欄民

健
那
健
響

　
　
轡
年
婦
人
会
顧

　
　
国
　
税

　
　
づ
コ
エ
ト
ァ
チ
ふ
グ

　
　
ほ
い
ホ
タ
ぴ
ぐ

締
紘
餓
等

　
　

（才
描
改
14
費
等
）

　
　
叩
　
税

N
な
つ
L
居
り
r
：
”
e

四
六
％

一一 五三
鷺ワ晴

四？
己
8
円

∧
て
8
〕
円

云
、
8
肖

一詣
、
貝
円

と
耕
作
規
模
の
上
川
に
伴
い
大
巾
に

膏
増
し
て
い
る
。

◎
騰
外
所
得

と

に
か
く
一
ケ
所
で
合

、
出
来
る
だ
け
紀
婚
式

る
よ
う
に
管
頭
を
取
つ

と
m
u
う
御
豊
見
か
方
々

ま
し
て
’
其
の
事
を
虫

が
あ
る

鶴
バ
鍵
漂
　
　
　
生
活
改
善
事

善
項
目
の
中
、
香
堕
と
か
祝
儀
の
間
題
る
三
月
の
社
会
教
育
困
員
会
に
か
け
ま

は
一
部
蕗
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
し
た
処
次
の
よ
う
な
部
落
の
御
意
見
を

い
か
ら
、
村
内
を
統
i
し
て
歩
鯛
を
合
尊
重
し
た
基
準
線
が
出
さ
れ
ま
し
た
の

せ
る
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
言
う
で
、
左
に
其
れ
を
掲
げ
ま
し
て
部
落
に

御
意
見
と
’
結
婚
式
は
男
の
側
か
、
若
流
す
公
女
に
代
ヌ
さ
し
て
賦
き
ま
す
の

は

li八
％

一
六
％

八
％

二
％

汐
レ
家
剖
裂
ー
つ
い
て
見
ヨ
づ
L

＝
反
未
湖
川

W
反

〃

一衰
、
§
H

奏
、
8
0
円

で
、
各
部
落
で
は
其
の
趣
旨
を
御
理
解

下
さ
い
ま
し
て
’
之
が
実
践
化
に
御
協

力
の
程
御
願
い
串
上
士
す
。

　
◎
村
内
統
一
の
要
が
あ
る

　
　
生
循
改
善
実
践
小
項

　
　
　
　
　
　
　
一
、
番
」
腿
　
二
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
他
人
の
場
合
）

　
　
　
　
　
　
　
二
、
祝
儀
一
〇
〇
円

項
　
　
　
　
　
　
　
　
（
結
婚
式
、
建
梨

　
　
　
　
　
　
　
賀
他
l
切
）

ご
一
、
結
娼
式
は
男
側
か
女
の
側
の
一
ケ

　
　
所
で
合
同
式
を
上
げ
、
簡
緊
化
す

　
　
る
こ
と
。

　
　
　
　
（
公
民
館
よ
り
）

ξ
ハ
～
＝
“
言
・
－
’
A
・
M
t
－
“
V
i
t
t
d
t
“
“
｜
i
．
■
”
l
h
～
3
＃
…
’
ξ
”
v
．
～
”
f
t
’
“
b
e
”
v
N
n
v
’
－
”
’
－
；
－

縣
税
「
不
動
産
取
得
税
」
の

　　　　　　　　　
疑
　
義
　
解

不
動
再
取
得
税
に
つ
い
て
は
か
ね
て
皆

様
に
絶
大
な
る
御
協
力
を
お
願
い
し
て

償
て
も
叉
形
式
的
所
有
纈
移
転
で
も
相

l1続
に
因
る
不
動
睦
の
取
得
以
外
は
非
課

難
⌒
鞠
三
購
き
欝
蕪
謙
織
灘
三
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
取
扱
豪
屡
覆
け
た
饗
移
れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
た
と
へ
蛭

騨
を蔭
し
た
残
額
て
あ
る
。

　
平
均
で
は
八
千
円
の
赤
字
を
示
し

　
て
い
る
、
階
刑
別
に
見
る
と

　
　
弔
反
未
W
四
脚
（
十
）
七
、
0
8
円

　
　
一
1
1
T
e
t
m
a
（
1
）
　
l
、
［
X
P
円

　
　
一
町
〃
　
（
一
）
言
、
o
o
D
円

　
　
一
町
以
上
　
〔
一
）
完
、
8
0
円

　
と
な
つ
て
居
る
の
か
拍
目
さ
れ
る

昭
和
、
卜
八
年
腱
は
0
8
午
に
続
い
て

災
害
の
な
か
つ
た
η
て
あ
り
、
肝
家

所
得
ω
叩
勾
に
比
ぺ
s
反
朱
満
の
幽

回
て

9仲
ぴ
、
五
反
以
上
の
哨
檀
し

築
し
た
場
合
の
双
方
に
課
税
さ
れ
ま
す

　
但
し
既
存
家
犀
の
取
扱
者
が
当
骸
家

家
屋
を
取
得
後
と
れ
に
居
住
す
る
こ
と
「

な
く
里
県
内
に
移
築
し
駕
合
昆
．

存
家
屋
の
取
得
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
た

税
額
に
相
当
す
る
額
を
減
免
し
ま
す
，

二
、
膿
家
の
作
業
場
戒
は
納
屋
等
の
み

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　　
　
　
　
　
1

を
建
築
し
た
場
合
の
課
税

r取
扱
」
主
と
し
て
酷
家
藷
し
く

は塁
生
酢
物
機
械
獅
の
貯
蔵
倶
管
の

用
に
供
す
る
腔
※
の
1
1
脳
場
成
は
納
尾

。
。

ー
ー
淑
せ
ん
購
騨
抗
霧

四
、
新
築
家
帰
の
取
得
の
時
期
　
　
　
　
の
計
可
を
受
り
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
も

｛図
書
・
室

、

ρ
κー
ノ

’

新
刊
図
書
購
入

　
公
民
館
図
部
部
て
は
、
今
回
次
の
様

な
新
刊
憲
を
購
入
致
し
ま
し
た
の
て
、

お
知
ら
せ
致
し
ま
博
。

実
存
主
強
の
交
学
　
励
の
遺
バ
　
患
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　
年
昆
暑
購
嘉
じ
三
璽
対
づ
r
Q
b
e
例
擦
即
轟
悦
摺
一
q
璽
貰
9
貿
る
野
の
女

川
墨
、
丸
川
レ
イ
r
、
池
溢
子
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
護
し
、
胃
、
こ
弘
w
t
f
f
　
6
’
l
”
T
k
9
1
の
対
麓
な
り
吉
ん
の
一
堀
釈
く
た
び
反
賞
門

田
中
和
男
、
隈
元
健
項
、
迫
川
久
n
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
赤
了
に
影
W
し
ー
い
る
と
い
ス
」
一
で
全
而
的
に
繋
税
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
」
恋
愛
に
つ
い
て
　
強
く
4
き
た
日
本
女

小

嗣
x
K
F
K
’
上
＝
a
s
p
a
i
t
”
田
i
t
＝
r
J
，
E
r
t
古
印
随
内
打
ρ
ち
＄
’
　
E
ノ
轡
証
ッ
．
モ
袖
山
ム
ツ
＊
’
郷
原
艀
人
．
若
山
．
兄
吉
墾
モ
n
国
広
盲
う
臼
P
耕
“
血
稠
の
上
野
L
n
証
竹
曇
墨
代
迭
錨
纂
憲
桝
鑓
唖
謬
b
羅
曇
馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
）
弧
川
ノ
リ
子
、
近
川
律
子
、
辺
志
一
掛
綿
清
人
、
　
（
麓
合
　
猪
川
倉
悟
、

小
野
）
川
埠
ま
さ
子
、
折
小
野
博
子
、

一
（山
・

口
）
歩
原
ミ
リ
子
・
松
元
ア
i
F
g
イ
、
裂
切
ヒ
呈
輻
藁
麗
奨
’
」
八
要
代
、
小
断
l
l
勇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
川
さ
よ
こ
、
　
（
鶴
園
）
引
軸
秋
づ
、

顯
聾
霞
端
顯
‥
鞠
山
麗
繭
雰
誌
バ
蹴
議
一
議

郁

泊
”
．
．
、
～
一
罐
雪
酬
翼
繍
闘
和
緊
ロ
ゴ
（
舗
広
口
鋸
講
継
嶽
蝶
駅
劉
品

　
　
　
　
　　：
e
＃
　
i
－
臼
二
ち
L
i
、
消
鴎
、
再
唄
、
貰
占
毒
、
人
岡
裁
、
川
ノ
ロ
）
岩
」
男
、
（
提
讃

　
　
入
原
小
学
し
の
都

（西
人
原
）
入
浦
刑
い
さ
子
、
比
艮
准

子
’
川
辺
秋
男
、
川
辺
レ
イ
イ
、
中
野

字
、
舞
原
ミ
チ
子
、
久
浦
地
道
子
、
入

浦
瓶
憩
子
、
中
W
靖
、
鳥
越
直
敏
、
西

牟
川
み
い
子
、
　
（
東
大
原
）
申
野
哲
朗

中
野
昭
ぶ
、
、
赤
堀
止
徳
、
宮
厚
ス
ミ
i

織
少
レ
、
い
ゑ
、
家
裂
が
前
・
等
の
み
麓
璽
れ
た
場
へ
。
籠
唱
に
万
欝
麗
ぼ
ぐ
ら
医
く
た
募

山
野
市
雄
、
松
卜
藷
、
憤
原
敏
広
、

（新
田
）
田
山
力
ち
＿
、
鎌
田
あ
や
子
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　

1

井
元
μ
一
、
市
ヰ
リ
ツ
子
、
田
尻
盛
秀
【

岩
崎
拓
一
、
那
須
宇
イ
、
臼
升
恐
．
↓
、

長
行
寸
7
1
子
、
　
∩
鵜
月
野
壱
崎
光
弐
一
子
、

牛
牧
敬
子
、
桑
原
洋
子
、
松
元
な
つ
イ

木
毘
灘

卜
、
川
脇
ス
ミ
子
、
楠
パ
和
代
一

田
方
才
し
子
、
　
、
人
木
町
）
藺
崎
隔
広

早
榊
侯
り
r
、
　
ハ
盤
山
t
T
い
川
†
ヲ
’
八

｝
地
鵯
台
、
徳
田
悦
子
、
　
‥
窟
田
）
吉
永

洋
子
、
」
永
瀬
美
、
枝
、
づ
、
君
付
清
美
、

　
（
内
ノ
牧
中
村
ミ
ヱ
子
、
岩
切
宰
　

一石
川
再
義
、
川
川
た
み
子
、
川
ト
ト
ヨ

　
　
　
〔
官
行
山
）
毛
ド
幸
子
、
新
利
v

市
、
細
川
R
則

　
　
剤
　
川
仲
小
学
け
　
〔
八
し
呂
　
一
宅
て
店
舗
部
分
が
増
築
さ
れ
た
ザ
合
け
一
話
の
運
び
方

　
　
　
　
ノ
川
メ
学
ー
　
　
5
ハ
名

　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
　
　
　
I
　
　
　
へ

の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
全
向
的
に
｝
流
婦
道
記
鞍
馬
天
狗
白
梅
慰
冊

馨
さ
れ
ま
づ
、
例
え
ば
店
舗
併
用
甘
一
ア
ジ
℃
の
人
口
m
題
幸
勧
の
棟
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
説

竹
法
学
詐
活

そ
の
増
築
部
分
は
佳
宅
て
は
な
く
店
舗
｝
若
き
日
の
山
　
幡
随
院
畏
兵
術
赤

と
し
L
ぷ
税
、
貌
ろ
わ
＝
こ
．
E
C
　
t
J
’
i
e
u
a
＋
t
r
k
伝
猿
飛
篇
璽
械
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ー
ザ
ル
ク
セ
　
粘
婚
曇

「販
搬
」
専
用
住
宅
等
の
甘
宅
部
分
以
ン
ブ
ル
ク
　
人
間
の
心
に
つ
い
こ
都
一
日
本
騰
影
図
ぷ

外
の
剤
築
都
分
ゼ
対
し
て
は
U
宅
の
特
［
の
西
北
こ
だ
ま
す
る
l
i
l
田
に
p
ら
め
｝
英
和
人
辞
典

曇
即
課
魏
埠
竺
○
○
万
円
膣
一
≦
色
期
聖
し
塞
い
た
道
凧

　
水
一
口
黄
門
清
水
次
郎
長
い
れ
ず

み
朱
狙
紀
婚
に
つ
い
て
で
も
私
は

生
き
て
い
る
　
女
は
目
由
で
あ
る
　
こ

の
世
の
花
県
い
涙
農
業
災
害
と
対

策
　
窄
さ
門
　
は
だ
か
随
筆
　
娘
十
1

人
　
清
ら
W
　
伊
通
騒
鋤
　
石
狩
川

三
マ
横
を
む
い
て
微
笑
千
恵
子
の

41
き

方

郷
愁

美
也
と
六
人
の
恋
人

　
私
の
花
物
語
　
澗
ち
足
り
た
粘
婚

扇
藤
幣
氏
の
生
活
新
聞
の
認
み
力
に

一
関
す
る
十
二
章
　
風
　
夏
子
の
圃
険

一塘
の
邸

野
の
革
の
よ
う
に
夜
の
契

さ

未讃
翼
冗
に
k

一辞
挨
拶
演
説
亀
　
続
足
な
が
お
じ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
げ
ら
の
肌
　
む
ら
ぎ
も

　
　
　
　
　
　
　
新
和
英
大

辞
典
新

　
　
　
　
　
　

z
論
物
図
帆
日
本

一

植
物
図
鶴
　
日
本
け
虫
図
鑑

1［

吟
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（2）日昭和30年4月コ報時代田二十三第

　
い
よ

い
よ
四
月
仁
は
任
期
澗
了
に
よ

る
首

長
と
趨
員
の
改
汲
が
行
は
れ
ま
す

　
本
来
こ

の
燃
挙
は
公
職
選
挙
法
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
つ
て
各
地
方
公
共
団

休
で
選
挙
期
日
在
定
め
て
力
う
こ
と
に

な
つ
て
い
ま
O
が
選
挙
執
行
の
川
滑
を

図
り
ま
た
経
費
の
節
約
を
図
る
献
味
を

も
含
ま
せ
て
還
挙
の
期
H
を
統
［
し
仕

民
の
関
心
の
昂
揚
を
期
す
る
た
め
「
地

一方
公
爽
団
体
の
餓
会
の
磯
員
及
び
長
の

一選
挙
期
日
等
の
臨
時
特
例
に
関
つ
る
法

律
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
、
し
た
が
つ

て
都
道
府
吸
の
識
会
の
施
員
及
び
睡
の

選
挙
期
日
は
四
月
、
一
十
竺
日
町
村
の
蹄

余
の
施
員
及
び
艮
の
ぶ
挙
は
四
月
三
十

日
と
i
り
ま
し
た
。

穫
袖
の
届
出
は
灘
㎝
期
日
の
告
示
の

m
か
ら
受
付
が
始
め
ら
れ
選
螢
鋤
も

立
候
袖
の
届
川
が
ず
ん
で
か
ら
は
じ
め

て
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
o

　
そ
こ
で
選
挙
に
つ
い
て
の
概
要
を
申

ipaぺ
参
老
と
し
て
戴
き
た
い
と
思
ま
す

　
　
一
、
立
候
補
の
届
出

　
立
候
補
の
届
甜
は
相
当
に
面
倒
で
あ

り
1
つ
で
も
手
落
が
あ
れ
ぱ
受
孤
さ
れ

ま
せ
ん
、
夫
々
の
選
挙
智
迎
委
員
会
に

よ
く
相
談
の
上
届
川
さ
れ
る
の
が
最
も

簡
単
で
其
適
が
あ
り
ま
せ
ん
、
村
の
趣

挙
に
つ
い
て
は
総
て
準
備
を
す
る
予
定

で
す
、
届
出
の
場
合
は

立
候
補
の
届
出
害
叉
は
推
せ
ん
届
懲
の

外
イ
、
供
託
計
明
轡
（
村
の
場
合
不

　
　
　
用
）

　
ロ
、
所
属
政
党
（
政
治
団
体
）
肝
明

　
ハ
、

推
せ
ん
届
の
場
合
は
承
諾
書

等
が
必
捜
で
選
挙
長
に
対
し
て
ぷ
挙
の

告
示
の
日
以
後
県
選
挙
の
揚
合
は
四
月

十
三
1
1
ま
て
町
村
選
挙
の
場
合
は
四
月

ll＋
五
日
ま
で
y
毎
日
午
前
八
時
半
か

ら
午
后
田
肘
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
、

即
ち
知
取
県
臓
は
四
月
三
日
か
ら
十
1
’

日
ま
で

　
村
長
村
識
は
四
月
ご
十
日
か
，
S
　
1
］
T

五
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　
尚
立
候
補
の
届
出
と
同
時
に

　
　
出
納
責
任
者
の
選
任
屈

　
　
耀
挙
事
務
所
の
殴
憎
届

も
し
な
U
れ
ば
な
り
ま
甘
ん

　
叉
投
票
の
効
力
の
決
定
に
つ
い
て
発

言
梱
を
あ
た
I
X
ら
g
た
開
p
t
〉
〈
＾
　
：

村
段
階
の
場
合
は
遜
挙
y
会
人
と
な
る

）
も
本
人
の
承
統
を
得
て
選
挙
の
期
日

前
1
，
日
ま
て
に
選
挙
長
叉
は
開
票
管
那

者
に
届
出
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
x
な

つ
て
い
ま
す
o

　
二
、
選
挙
蓮
動

”
、
運
動
の
で
き
る
期
聞

イ
、
立
候
補
の
届
が
有
効
に
受
理
さ
れ

　
候
補
片
と
な
っ
た
g
か
ら
ぷ
挙
の
期

日
陥
日
ま
で
o

ロ
、

選
挙
の
期
日
ま
で
と
云
つ
て
も
街

　
顕
演
ぷ
は
午
拶
九
隔

ま
で
。

ハ
、

次
の
場
合
は
選
挙
の
当
日
も
許
さ

91
る
。

A
、
投
票
所
を
殴
け
た
揚
所
の
入
口
か

　
ら

三
町
以
外
の
区
城
に
選
挙
那
務
所

を
殴学
る
こ
と
。

B
、
ぷ
挙
川
務
所
を
表
示
す
る
た
め
そ

　
の
場
所
に
お
い
て
使
用
づ
る
ボ
ス
タ

　
ー
、
立
札
、
ち
ょ
う
ち
ん
及
び
看
板

　
を
掲
示
す
る
こ
と
。

C
、
運
勲
期
開
中
に
適
法
に
掲
示
し
た

　
ボ
ス
タ
占
そ
の
ま
、
放
概
し
て
お

v
こ
と
。

2
、
選
挙
事
務
所

イ
、
選
挙
榔
務
所
は
一
ケ
所
だ
け
設
惜

　
で
き

異
鋤
し
た
場
合
は
届
出
な
け
れ

　
ぱ
な
ら
な
い
o

ロ
、
選
挙
事
務
所
を
塞
李
る
た
め
規

　
格
の
足
め
ら
れ
た
立
札
ち
よ
う
ち
ん

　
看
板
ポ
ス
タ
ー
類
の
掲
示
は
で
き
る

3
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
船
舶

イ
、
県
の
選
挙
に
っ
い
て
は
自
動
車
一

　
台
又
は
船
舶
一
隻
は
認
め
ら
れ
る
が

　
町
村
の
選
挙
に
つ
い
て
は
認
め
ら

れ

　
な
い
。

ロ
、

使
用
す
る
場
合
は
選
塾
管
孤
委
員

　
余
が
交
付
し
た
表
示
を
掲
げ
て
い
な

　
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

一ハ、
自聖
蔭
船
に
は
い
つ
さ
い

二　
）
ク
に
制
限
さ
れ
大
型
ト
ラ
ツ
ク
は

　
認
め
ら
れ
な
い
D
　
，

ホ
’
自
動
車
叉
は
船
舶
の
秦
〔
車
V
船
’

　
人
員
は
鵡
肱
手
叉
は
船
貝
を
除
い
て

四

人
ま
で
脇
乗
る
v
と
が
で
呈

　
こ
の
内
人
も
選
挙
管
理
盃
員
会
が
交

付
し
た
腕
蹴
を
打
用
し
C
い
な
け
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

1

ば
な
ら

な

い
0
　
1

へ

、
自
励
市
L
で
は
挨
拶
h
為
、
f
を
‘

振
る
行
為
等
一
団
遥
雄
逸
動
は
禁
止
l

の
久
害
図
画
を
掲
示
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
e

、

　
さ
か
る
、
但
し
停
止
し
た
田
上
に
お

　
け
る
演
説
及
び
そ
の
一
部
と
し
て
行

　
は
れ
る
連
呼
行
為
は
許
さ
れ
る
。

ト
、
停
比
し
た
市
上
で
街
頭
演
説
を
行

　
う
揚
く
［
は
乗
用
市
腕
章
と
運
動
員
用

　
腕
育
を
鞘
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

チ
、
自
鋤
中
以
外
の
賭
中
す
な
は
ち
自

　
転
車
、
そ
り
、
瑞
巾
、
リ
ヤ
カ
－
鱒

　
の
使
用
に
つ
い
て
け
台
数
の
制
限
も

　
何
も
な
い
然
し
父
寄
図
画
の
掲
示
は
　

　
で
き
な
い
し
街
頭
演
脱
迎
呼
に
つ
い
i
1
、
文
忙
に
よ
る
選
挙
運
動

　
て
も
そ
れ
ぐ
制
限
が
あ
る
の
で
史
イ
、
蕃

　
際
的
な
利
用
価
値
は
少
い
。

4
、
‖
声
機

イ
、
拡
声
機
は
羅
村
長
及
び
村
蘭
の

　
場
A
口
も
一
揃
は
使
用
で
き
る

ロ
、
拡
声
機
ピ
も
墓
管
珂
後
員
会
が

　
交
付
す
る
一
定
の
表
示
を
つ
け
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ
、
個
人
演
脱
会
の
開
催
中
に
限
り
そ

　
の
余
場
ご
と

に
別
の
一
揃
を
会
場
で

　
使
用
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
。

5
、
選
挙
運
鋤
を
し
て
は
な
ら
な
い
人

イ
、
選
議
管
理
委
員
会
の
委
員
及
職
員

ロ

、
選
挙
畏
及
投
票
開
票
管
瑚
者

ハ
、

裁
判
官
、
検
察
官
、
会
計
検
査
官

公
安
委
員
会
の
震

二
、
警
察
官
牧
税
官
吏
及
徴
税
庚
員

ホ
、
一
般
職
に
層
す
る
国
家
公
務
員

へ
、
一
職
に
属
す
る
地
方
公
務
員

ト
r
教
育
者
は
そ
の
地
位
を
利
用
し
て

選
挙
運
鋤
は
で
き
な
い
。

チ
、
染
成
年
者

リ
、
選
挙
関
係
の
犯
罪
に
よ
り
選
挙
梱

　
被
選
挙
梱
を
停
止
さ
れ
た
＃
の

6
、
戸
別
助
問

　
戸
別
訂
問
は
一
切
許
さ
れ
な
い

7
、
署
名
運
動

何
人
も
選
挙
F
関
し
投
票
を
得
若
し

　
く
は
得
六
し
め
な
い
目
陶
を
以
て
署

　
名
運
駒
を
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
る

錫
曽
爾
康
苔
小
型
上
2
。
、
w
w
s
s
の
s
s
＄

イ
、
飲
食
物
を
提
供
す
る
こ
と
は
原
則

と

し
て
禁
止
さ
れ
る
但
し
濡
棊
に
伴

ひ

rお
茶
う
け
程
度
」
の
茶
菓
は
許

さ

れる
。

ロ

、
選
挙
事
務
所
に
お
い
て
運
動
員
及

　
県
譲
の
場
合
は
　
九
〇
〇
食

　
村
長
打
議
の
場
合
は
、
四
五
〇
食

　

と
な
る

一　
弁
当
料
に
つ
い
て
も
制
限
が
あ
り

　
選
培
管
理
蚕
員
会
が
告
一
不
し
た
範
囲

一
以
内
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
S
e

9
、
気
勢
を
張
る
行
為

　
　
白
鋤
市
を
ぷ
ね
た
り
隊
伍
を
組
ん

　
だ
リ
チ
ン
ド
ン
屋
を
用
つ
て
け
ん
騒

　
に
わ
た
る
こ
と
等
は
気
勢
を
張
る
行

　
酒
と
し
て
禁
止
さ
れ
る
。

ド

一－
o
、
”
－
．
Z
U
F
？

｝何
会
轟
行
蓼
す
る
こ
嚢

　

止
さ
れ
る
。
腹
演
説
会
場
及
び
街
頭

　
演
説
の
場
所
で
す
る
場
合
は
許
さ
れ

　
る
。

　
県
施
会
餓
員
は
候
簡
者
一
人
に
つ
き

　
一
手
枚

　
村
長
村
諫
は
何
も
認
め
ら
2
1
な
い

　
右
の
範
囲
の
外
女
唇
の
頒
布
は
T
切

　
で
き
な

S
o

　
　
し
た
が
つ
て
第
三
者
が
推
薦
状
を

　
出
す
場
合
て
も
右
の
轟
を
使
用
し

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
叉
覇
も
許

　
さ
れ
な
い
。

ロ
ポ
ス
タ
ー

　
選
挙
事
務
所
を
表
示
す
る
た
め
又
は

　
演
説
余
場
街
頭
演
説
で
使
用
す
る
ボ

　
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
大
き
さ
に
は
制

｝

　
限
が
あ
る

が
そ
の
数
に
は
制
限
が
な

　
い
e

　
　
演
説
会
告
知
等
の
ポ
ス
タ
ー
に
つ

　
い
て
ぱ

　
　
知

S　
I
I
千
枚

　
　
県

康

五
百
枚

　
　
村
長
打
議
百
枚

は
許
さ
れ
る
。
尚
こ
の
大
き
さ
に
も

長
さ
四
一
糎
幅
二
八
糎
の
制
限
が
あ

り
選
挙
蟹
卯
委
員
余
の
検
印
が
必
要

で
あ
る
。

　
　
叉
ポ
ス
タ
ー
は
国
地
方
公
共
団
体

［
入
国
有
鉄
道
、
日
本
専
売
公
社
、

日
本
髄
個
露
公
社
の
所
有
1
1
管
瑚

　
す
る
も
の
に
は
貼
る
こ
と
け
て
き
な

い
。

　
　
個
八
の
建
物
に
貼
る
場
合
で
も
そ

の
承
諾
を
受
け
竃
ぱ
な
ら
な
い

ハ
、

新
聞
広
告

　
新
聞
広
告
は
横
九
、
六
細
縦
二
段
…
組

　
以
内
で
色
刷
は
認
め
ら
れ
ず
一
つ
の

新
聞
紙
に
一
回
だ
け
し
か
広
告
で
き

　
な
い
e

11、
氏
名
掲
示

　
選
挙
管
理
委
員
会
で
「
く
じ
」
で
定

め
た
順
序
に
よ
り
県
腕
に
つ
い
て
は

　
四
月
十
七
日
よ
り
村
長
村
磯
に
つ
い

　
て
は
四
月
ご
七
日
よ
り
一
投
票
区
に

　
つ
き
三
ケ
所
氏
名
及
覚
派
を
公
営
で

以
て
過
穿
る
o

ホ
、
選
挙
公
報

　
　
候
補
者
の
氏
名
経
歴
政
見
等
に
つ

　
き
選
挙
管
理
委
員
会
長
鞘
行
す
る
。

1
2
、
個
ム
枳
説
会

イ
、
公
営
施
殴
偵
用
の
場
合
と
そ
れ
以

　
外
の
施
殴
使
用
の
瑚
合
と
二
通
り
あ

　
る
。
ロ
、
公
涜
設
の
場
合
は
学
校
公
民
館

　
等
を
使
用
し
て
同
一
施
設
に
つ
き
一

回
は
無
料
で
で
き
る
。

ハ
、

開
催
す
る
場
合
は
そ
の
日
前
二
日

　
前
迄
に
申
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、

個
人
演
説
会
は
候
補
者
以
外
の
も

　
の
で
も
演
説
が
で
き
叉
テ
ー
プ
レ
コ

　
ー
ダ
ー
等
録
費
装
憤
を
使
用
し
て
も

　
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ロ
、
∬
会
演
説
は
班
別
編
成
に
よ
る
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　

　

ホ
’
l
回
に
つ
い
て
五
時
間
以
上
す
る
　
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
が
あ
る
。

　
こ
と
は
て
き
な
い
。
　
I
ハ
、
班
別
編
成
の
場
合
の
演
礼
の
順
序

へ
、

▽
会
掴
説
会
が
開
か
れ
る
当
日
は
　
は
第
一
回
目
の
翁
に
お
り
る
順
序

　
M余
孤
純
会
場
か
ら
．
ご
町
以
内
の
区
　
を
「
く
じ
」
て
定
め
そ
の
後
は
会
場

　
域
内
で
は
そ
の
開
他
予
足
時
別
の
こ
　
ご
と
に
一
順
位
つ
つ
繰
上
る
。

　
時
間
08
か
ら

終
ア
予
冗
時
刻
二
時
間
二
、
立
会
演
説
会
に
参
加
す
る
歓
補
者

　
緩
ま
て
口
て
き
な
い
。
　
　
　
　
　
一
は
指
定
期
日
ま
で
に
申
出
な
け
れ
げ

1
3
、
街
顕
演
澱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
な
ら
な
い
。

イ
、
伊
袖
者
㈱
も
と
よ
り
第
三
者
の
演
1
5
、
放
辻
殴
備
の
値
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

　
謝
も
自
由
⊂
あ
る
が
演
ぷ
者
U
必
ず
　
　
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
選

　
駐
り
か
つ
術
鮪
演
謝
用
標
旗
互
掲
げ
　
挙
運
働
査
行
う
こ
と
は
て
き
な
い
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
て
い
な
U
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
順
国
地
方
公
共
団
体
の
管
理
す
る
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
叉
叩
鋤
員
労
務
者
け
十
五
人
に
制
　
　
物
や
汽
串
バ
ス
及
び
病
院
等
の
中
は

　
限
さ
れ
街
加
演
脱
用
腕
玲
を
つ
け
て
　
演
謝
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
い
な
け
れ
ぱ
な
ら

な
い
。
こ
の
標
旗
1
7
、
一
一
つ
以
上
の
選
挙
が
近
接
し
て
行

と
腕
藁
叢
裂
1
1
6
亦
符
は
れ
一
つ
窪
挙
窪
勤
間
が
他

　
す
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
選
挙
の
選
挙
期
日
に
か
A
る
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ロ
、
街
肋
演
説
は
午
後
九
時
よ
り
午
前
　
は
そ
の
当
日
投
販
所
を
閉
ぢ
る
時
別

　
六
時
ま
で
の
閥
は
で
き
な
い
。

1
4
、
立
禽
猟
説
会

イ
、
県
腕
及
び
村
長
の
選
挙
に
つ
い
て

は
。

ま
で
の
間
は
投
匝
猷
の
入
口
か
ら
一
二

　
町
以
内
の
区
城
で
は
演
餅
会
は
て
き

な
い
。
　
　
　
　
．

1
8
、
選
挙
運
勲
質
用

　
条
例
で
足
め
て
立
会
演
説
余
が
で
き
一
イ
、
打
長
の
逃
挙

る
・
　
　
　
言
鑑
艮
。
示
の
日
に
お
い
て
確

　
　
　
　
　
・
．
．
●
－
＿
t
－
．
■
．
．
t
N
l
－
－
●
－
v
i
－
“
V
t
●
・
“
～
“
●
．
t
－
L
．
■
．
．
．

酬繍
の
個
人
申
告
は
四
月
古
ま
で

昭
和
三
＋
年
度
村
民
税
県
撮
税
の
聖
百
尚
口
時
場
所
は
小
組
合
長
を
通
じ
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

は
四
月
十
日
ま
で
｝
C
J
す
里
い
轡
は
必
ら
知
ら
せ
し
ま
す
。

ず
期
限
燭
に
提
出
し
ま
せ
う
。
　
　
　
一
◎
公
平
な
課
税
が
出
来
る
よ
う
に

申
告
誓
は
小
組
合
畏
を
通
じ
皆
様
の
お
一
　
　
　
正
し
董
口
を
致
し
ま
せ
う

手
元
へ
配
付
さ
れ
ま
す
が
納
税
者
の
申
　
昭
和
三
十
年
度
の
固
定
資
陸
税
納
付
害

告
に
便
宜
を
計
る
た
め
四
月
四
五
日
頃
が
近
日
申
に
発
行
さ
れ
ま
す
o

よ
り
東
部
、
麓
、
川
原
の
地
区
別
に
串
今
年
度
も
納
税
完
納
に
御
協
力
と
努
力

告
害
取
細
め
及
墨
領
の
説
明
等
に
一
を
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

関
係
職
員
か
出
張
し
ま
す
の
で
当
日
は
一

必
ら
董
口
篇
に
出
雫
さ
い
二

第
一
期
固
定
資
産
税
納
期
は

　
　
四
月
三
十
日
ま
で
で
す

rt
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”
f
T
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M
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l
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昭
租
十
九
年
度
養
蚕
実
績

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経

済

課

蚕

業

係

過
去
一
ケ
年
の
田
代
村
に
於
け
る
菅
後
尚
一
層
の
御
努
力
と
御
協
力
を
お
願

蚕
挙
の
実
績
を
振
か
え
つ
て
見
ま
す
と

誠
に
近
年
に
な
い
悪
条
件
の
揃
つ
た
年

で
あ
り
ま
し
た
が
結
果
的
に
克
く
こ
の

悪
条
件
を
克
服
し
て
先
般
偶
児
島
巾
に

於
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
県
の
共
危
会
で

は蟹
口
成
績
に
於
き
ま
し
て
県
ド
第
石

位
と
な
り
二
等
に
入
賞
致
し
※
し
た
。

叉
特
に
村
長
は
県
ド
に
於
け
る
優
良
団

体
長
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
v
更
に

郡
地
区
蚕
糸
共
進
《
に
於
き
ま
し
て
は

特
に盟
秦
園
設
置
の
成
績
優
秀
で
こ

労
務
者
に
対
し
て
弁
当
の
提
供
が
で
　
れ
又
締
合
成
績
で
第
一
位
に
入
賞
今
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〒

き
る
。

　
弁
当
の
数
は
候
補
者
一
人
当
り
四

L
五
食
に
題
挙
運
動
の
日
敏
を
乗
じ

て
得
た
数
で
あ
る
。
即
ち

よ
り
始
ま
る
優
勝
旗
争
奪
戦
に
第
一
向

の
優
勝
を
遂
げ
て
参
り
ま
し
た
，
こ
の

優
勝
旗
は
三
ケ
午
一
位
を
獲
得
し
た
渦

頁
路
村
に
蕎
篇
ま
つ
の
て
今

い
い
た
し
ま
す
、
次
に
郡
共
進
会
の
個

入
成
績
に
於
き
ま
し
て
は
田
代
村
よ
り

特
に
晩
秋
蚕
の
み
品
評
会
繭
を
出
品
い

た
し
ま
し
た
が
次
の
方
々
が
入
賞
さ
れ

今
後
更
に
k
量
の
入
N
を
見
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
寸
。

繭
一
等
舞
原
フ
デ

ニ
等

原

俊
吉

　
三
等
　
平
石
常
造
　
松
元
弘

反
当
多
牧
穫

二
等

松
坂
農

　
1
1
1
等
山
元
ミ
ヱ
子

最
後
に
過
去
一
ケ
年
間
を
反
省
し
て
見

ま
す
と
、
審
蚕
に
於
き
ま
し
て
は
、
桑

の
発
芽
当
時
、
鶏
書
を
被
り
又
初
秋
獅

に
於
き
ま
し
て
は
、
温
度
の
激
変
、
引

繍
く
台
風
災
再
に
な
や
ま
さ
れ
、
更
に
の
結
集
に
よ
り
、
目
標
の
一
五
八
％
と

蜘雛
巖
額
舗
麟
ぽ
簾
竪
離
闘
雛

付
け
ら
れ
、
当
初
八
〇
〇
〆
生
蕗
を
予
一
の
御
協
力
の
賜
ど
深
く
願
謝
い
た
し
ま

定
し
な
が
ら
、
わ
ず
か
五
〇
〇
〆
擬
・
す
。
今
後
は
更
に
全
村
内
畑
地
の
周
囲

ま
り
、
誠
に
残
念
の
極
み
で
あ
む
ま
し

た
が
、
前
年
に
比
職
し
て
何
と
か
二
〇

〇
％
の
舞
を
挙
げ
得
ま
し
た
琳
は
不

宰
申
の
幸
と
で
も
申
す
の
で
し
よ
う
。

　
I
方
反
牧
而
に
於
き
ま
し
て
は
’
最

高
コ
1
1
1
〆
Ψ
・
均
一
六
〆
ど
云
う
成
績
で

こ
の
災
轡
の
多
か
つ
た
年
に
こ
れ
だ
け

の
成
績
を
挙
げ
得
ら
れ
た
唯
は
，
や
は

り
飼
育
技
術
の
向
上
に
よ
り
瓦
当
り
牧

蚕
量
の
増
加
を
は
か
り
得
た
結
果
と
思

わ
れ
ま
す
．

叉
桑
岡
描
皮
面
て
は
本
年
度
の
甘
酪
価

格
の
高
値
が
影
響
し
て
、
一
般
的
に
防

災
桑
園
の
殴
置
が
思
う
チ
＼
に
な
ら
ぬ

時
、
　
一
人
本
村
の
み
は
全
村
的
な
協
力

墓
埋
め
、

禦

曇
れ

煮
　
は
汲
挙
管
珈
養
員
会
で
告
示
す
る
。

I
1
9
、
出
納
賢
任
譜
の
ぷ
任
届
出

　蕪
の
届
出
を
し
た
と
き
は
直
に

　
出
納
責
任
者
の
届
出
を
巡
培
管
理
蚕

　
貫
に
し
会
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
0
、
選
挙
犯
罪

一墓
環
に
目
漿
・
お
右
罪

　
s
．
　
t
y
　
．
．
’
v
　
“
v
　
．
’
v
－
　
■
　
．
i
．
－
．
●
’
・

の
災
罰
か
ら
少
し
づ
A
で
も
農
作
物
を

謹
り
、
本
村
騰
業
経
営
を
有
利
に
展
開

さ
せ
、
そ
し
て
又
同
時
に
萎
復
興
計

固
を
冶
成
し
て
，
共
に
老
稜
の
楽
し
み

に
必
ず
一
度
は
京
都
0
小
山
参
り
も
｛

現
喜
た
い
と
穿
了
。
　
｝

防
災
桑
園
も
駿
掃
し
た
だ
け
で
は
’
何
l

の
約
に
も
後
の
麿
刑
一
つ
で
効
果
は
入
i

少
蓮
興
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
植
i

付
け
が
終
つ
た
ら
一
日
も
早
く
明
定
せ
一

ら
れ
、
普
通
作
の
追
肥
を
さ
れ
る
際
は

必
オ
余
裕
を
作
っ
て
、
秦
に
も
思
う
存
　

分
肥
料
を
施
し
、
同
時
に
雑
草
か
ら
苦
一

し
め
ら
れ
ぬ
よ
う
奄
分
の
管
理
を
お
願

い£
し
ま
す
・
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

定
選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
総
数
に
十
L
妨
貫
罪
等
色
力
と
反
則
の
場
合
の
罪

円
五
O
鈍
を
築
じ
て
得
た
額
、
但
し
一
則
が
あ
り
ま
す
が
省
略
致
し
ま
す
。

　
↑
二
万
円
を
越
え
る
こ
と
は
て
き
な
以
上
主
と
し
て
選
挙
運
動
に
関
し
て
申

い
。
　
　
　
　
　
一
述
ま
し
た
が
次
巴
盤
闇
題
も
丁
知

ロ
、
舗
会
蔵
員
の
選
挙
　
　
　
　
　
　
置
願
ひ
克
い
も
の
で
す
’

　

県
磁
及
君
議
の
場
合
は
選
誤
人
名
1
、
未
登
録
の
有
権
者
は
そ
の
申
髄
に

簿譲
者
差
数
て
除
し
看
た
塑
よ
り
補
墾
p
u
s
t
に
S
t
E
a
2
i
し
ま

　
に
只
識
の
場
合
は
一
七
円
茄
O
銭
村
　
す

識
の
場
合
は
五
1
1
円
五
〇
鯉
を
乗
じ
｝
2
、
被
選
蒲
の
年
令
は
知
事
が
満
三

二
纏
竃
費
用
に
つ
・
て
蕊
牡
爆
曇
1
　
1
＋
l
a
”
年

昭
和
三
十

年
三
月

～
11十
五
日

　
　
　
　
田

代

村

農

　
　
　
　
　
組
合
長
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
、
投
票
用
紙
以
外
の
用
紙
を
用
ひ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
候
補
者
を
l
l
人
以
上
轡
い
た
り
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬
な
こ
と
を
抵
い
た
り
し
た
投
票
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
効
ど

な
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
し
い
選
挙
て
よ
い
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
い
社
会
を
生
み
出
し
て
私
た
ち
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
活
を
楽
し
く
す
る
た
め
に
は
よ
い
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
治
が
必
要
で
す
こ
の
よ
い
政
治
の
根
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
正
し
い
選
挙
て
真
に
国
民
の
た
め
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
民
の
た
め
村
民
の
た
め
に
仇
く
立
派
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
人
を
ぷ
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

3
、
投
票
用
紙
は
箇
き
損
じ
た
揚
合
は
　
尊
い
あ
な
た
の
一
断
ぱ
［
口
本
を
從
か

　
交
換
し
て
貰
え
ま
す
。
　
　
　
　
　
し
私
遠
の
生
活
を
朋
る
く
た
の
し
い
も

一
4
、
選
挙
の
当
日
投
票
で
き
な
い
特
別
の
に
致
し
ま
す
。
投
票
の
場
合
は
義
理

　
の
禦
情
の
あ
る
選
酷
人
は
不
在
者
投
人
情
膓
え
ず
良
心
良
職
で
こ
の
人
は

　
票
に
ょ
つ
て
投
票
で
き
ま
す
。
　
　
と
思
う
立
派
な
人
を
代
表
者
と
し
て
選

一

5
、
字
の
霜
け
な
い
人
は
代
抑
投
票
に
び
ま
せ
う
。

1　
よ
り
投
票
で
き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
蛍
官
理
委
員
会

　
　
　
■
く
　
　
●
・
～
　
　
　
　
♪
・
　
■
　
～
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，
く
　
　
■
，
～
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～
，
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・
ハ
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業

協

　同川
　組
正合

明

組

合

員
殿

拝
啓
　
陽
春
の
候
拾
々

御
清
群
の
段
御
慶
び
申
上
げ
ま
す
。

わ
が
農
協
も
去
る
二
月
末
日
を
以
て
第
七
事
業
年
艮
を
終
り
ま
し
た
。

就
き
ま
し
て
は
、
過
去
壱
ケ
年
の
業
態
と
、
來
事
業
年
度
の
計
画
、
そ
の
他
を

箸
議
御
承
認
を
求
む
る
爲
左
記
に
よ
り
第
七
回
通
常
総
会
を
開
催
致
し
ま
す
か

ら
、
是
非
御
出
席
下
さ
る
様

此
の
段
御
通
知
申
上
げ
ま
す
。

　
　
　
尚
　
開
会
時
間
還
の
出
席
者
に
は
記
念
品
を
差
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記

　
　
、一一一一e

開
催
日
時

開
催
場
所

四

月
十
日
午
前
拾
時

田

代
小
学
校
講
堂

、

　
　
　
題

　
、

昭
和
二
十
九
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、
損
失
処
理

　
案
承
認
の
件
　
（
別
紙
の
通
り
）

二
、
定
歎
並
同
附
属
害
変
更
の
件
　
（
別
紙
の
通
り
）

三
、
定
欺
変
更
に
よ
る
附
帯
事
項
並
に
増
資
非
協
力
者
の
措
置
決
定
の
件

　
　
　
　
（
別
紙
の
通
り
）

四
、
規
約
、
規
程
の
変
更
並
に
共
済
規
秤
設
定
の
件
　
裂
の
通
り
）

五
、
昭
和
三
十
年
匿
一
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
金
の
最
高
限
皮
及
最
高
利
牽
映

　
　
　
定
の
件

　　　　　曝
灘
灘
麟
繋
罐
兜
籠
蟹
蓼
禽

　
　
　
　
　
利
率
は
日
歩
五
典
以
内

六
、
昭
和
三
十
年
度
経
費
の
賦
課
及
徴
牧
方
法
、
徴
牧
時
期
決
定
の
件

　
　
　
　
　
組
A
員
割
五
〇
円
　
耕
W
反
別
割
五
〇
円
　
茶
反
別
劇
茄
○
円
　
牛
馬
頭
数
割
五
〇
円
蚕
繭
割
貫
当

　　　
案竃
代
貿
田
難
竃
の
。
駝
留
金
貯
重
最
敗
・
徴
牧
時
期
・
昌
塁
＋
1
1
月

　
　
　
　
　
　
（
昨
年
と
同
じ
〉

七
、
昭
和
三
十
年
度
借
人
金
の
最
高
限
度
決
定
の
件
案
二
千
五
百
万
円
倶
転
貸
金
を
墜

八
、
昭
型
二
十
年
度
事
業
計
画
並
に
三
ケ
年
拡
充
引
画
承
認
の
件
（
別
紙
の
碧
）

八
、
昭
和
二
十
九
年
度
再
建
整
備
実
績
報
告
並
に
計
画
変
更
及
昭
和
三
十
年
度

　
　
　再
建
整
備
実
施
計
両
書
承
認
の
桝
　
窺
紙
の
通
り
）

十
、
役
員
報
酬
決
定
の
件
　
案
罰
働
の
範
囲
慶
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